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熊本でルーテル教会の教会学校が始まる

郊外の熊本教会日曜学校
左端：安達さん、右から2番目：ブラウン夫人, 右端：五高生・江副巽（五高花陵会第８回生、ブラウン宣教師から受洗）
ブラウン宣教師がコダック製カメラで撮影か。

1904（明治37）年頃の熊本教会日曜学校



1905（明治38）年ルーテル熊本教会献堂
日曜学校教室が設けられる

1906（明治39）年4月,熊本教
会の牧師館を建設。日曜学校
教室を設けて、全施設落成。
幻灯機を信徒や求道者宅へ携
え、伝道活動を活発化。

※日曜学校教室は教会堂の50
フィート（15ｍ）後ろに建て
られ、2つの小部屋がある。
建築費の100ドルは、南部一
致シノッドのジャパン・ミッ
ションに対するカバー夫人の
寄付による。

会堂門：右側ブラウン宣教師

左側 山内直丸牧師



ルーテル熊本教会の日曜学校のメダリストたち
１９０８（明治41）年３月「Tidings」より



1919（大正8）年 熊本教会日曜学校花の日

1919（大正8）年の熊本教会日曜学校花の日（熊本教会は柳の木のある教会と言われた。）
最後列の中央（和服）：高瀬時助、6列目左より1人目：畠中啓吉、3人目：青山彦太郎、5列目左より1人
目：坂田武一郎、7人目（カンカン帽）：田中寅雄、その左：吉田、左より4人目：高橋邑重外人夫人、5列
目右から3人目：ウィンテル夫人、2人目：リッパード夫人、4列目左より6人目：岩崎孝、7人目：石松量蔵
牧師 3列目最右：青山四郎、その後方：富永俊二、5列目最右：大内、2列目左より1人目：牧野典次、4人
目：井上嬢 1列目左より1人目：岩永則泰



   【ルーテル教会・教育機関】 

                   路帖
ルウテル

熊本教会（牧師：山内直丸、宣教師：ブラウン） 

                          1898（明治 31）年 10月 2日設立 

                   私立熊本高等予備学校（校長：スタイワルト） 

1908（明治 41）年 9月 15日開校～1909（明治 42）年 6月 26日閉鎖 

                                        路帖
ルウテル

神学校（校長：ブラウン） 

     【九州学院】            1909（明治 42）年 9月 27日開校 

私立九州学院 (設立者：ブラウン)             ―  
1910（明治 43）年 1月 19日設立認可              ―  

私立九州学院（院長：遠山参良、主事：ブラウン）  九州学院神学部（神学部長：ブラウン） 

1911（明治 44）年 4月 15日開校            1911（明治 44）年 6月「路帖神学校」を改組 

                        九州学院神学部専門学校（校長：スタイワルト） 

                           1916（大正 5）年 5月開校 

                     九州学院教会（初代牧師：ホールン） 

                           1921（大正 10）年 2月 24日発足                【幼稚園】 

                  九州学院神学部専門学校（校長：ネルセン）   みどり幼稚園（園長：メリー・グレイ） 

                           1925（大正 14）年 9月 10日東京・鷺宮に移転    1924（大正 13）年 12月開園 

                  日本ルーテル神学専門学校（校長：ネルセン） 

                           1926（大正 15）年 3月 31日認可（東京・鷺宮） 

九州学院（院長：遠山参良） 

1928（昭和 3）年 11月 17日名称変更認可 

九州中学校（校長：稲冨肇） 大江教会（牧師：古坂剛隆） 

1943（昭和 18）年 4月 1日設立認可、改称        1936（昭和 11）年 3月「九州学院教会」を改称 

  実務科 1945（昭和 20）年 4月 1日設置～9月 15日解散式 

九州学院中学校（院長：川瀬清） 

1947（昭和 22）年 1月 10日改称認可 

九州学院高等学校（院長：川瀬清） 

1948（昭和 23）年 4月 1日設置認可 

  英語専攻科 1949（昭和 24）年 4月 1日設置～1951（昭和 26）年 3月廃止 

                                     九州学院みどり幼稚園（園長：川瀬清） 

九州学院系図

1954（昭和29）年4月1日、学校法人九州学院に移管



田中君代（旧秦）「私の思い出」（『教会七十五年のあゆみ』同前）より

「受洗 明治四十四年十二月二十五日（十二才）長野県上諏訪フィンランド、ルーテル
大正十一年十二月熊本教会に転籍

私の熊本での教会生活は大正十一年結婚してからで、今日迄、石松、牧瀬

江口、谷口、長沼の五代の牧師先生の指導を受けました。大正十年から十六
年迄の間は九州学院教会で稲冨肇牧師の教えを受けました。大正十三年か
らしばらく九州学院英語教師グレー夫妻が、大江町木下氏宅の前家に住ん
でいた。木下氏と云えば、熊本教会員木下三愛さんや木下順子さんの家で、
すぐその東隣りが私達があとで住んでいた家でした。
グレー先生がその頃、自分の家の座敷を開放して、附近の児童を集めて幼

稚園のような事を始められた時、私は始めから手伝いをしました。その頃同
時に、グレー夫人は夜自宅で石松牧師を迎えて、附近の人々を案内して、聖
書をテキストにキリスト教の話がありました。
木下三愛、飯星、宮崎、山城の各家族が入信されました。五十年の信仰生

活の中でいろいろ忘れられない事がありますが、特に記すべきことは昭和二十年
六月三十日夜から七月一日朝にかけての空襲で教会も類焼し、又私の家も全焼したあとの数年間のことです。
石松牧師は慈愛園に住み、礼拝を焼け残ったみどり幼稚園で礼拝を行いました。
市内のルーテル教会員はみどり幼稚園で礼拝を守りましたが、終戦迄は礼拝にはほんの数人出席しただけ

でした。彦三さんの家族がよく唐芋やニギリ飯を持って礼拝に出席されました。持てるものをお互いに分け
合って食べ、初代教会のように睦まじかったのです。池宮英才さんが、兵隊が解散されて後も後始末の任務
があって、軍服姿で馬に乗って長い剣をぶらさげ幼稚園によく来ました。
ピアノをよくひきました。歌もよく一緒に歌いました。後で池宮さんの家族が皆んな台湾から引

き上げて幼稚園に来ました。今は皆東京で活躍しておられます。（後略）」



「みどり幼稚園」の誕生
1921（大正10） 年アメリカルーテル教会から三人の宣教師が派遣

された。その中の一人ルイス・ジー・グレイ宣教師は九州学院の英語
教師として赴任し、熊本での宣教に従事していた。２年後の1923（大
正12）年にルーテル教会婦人宣教師としてすでに熊本で働いていたメ
リー・ラウ・バウスと結婚し、熊本市大江に居を構えた。メリー・グ
レイ夫人はキリスト教主義幼児教育にかねてから関心が深く、どうに
か地域に根ざした宣教を展開したいと考え、保母であった田中君代
（九州学院英語教師・田中寅雄の夫人、彼女は長野県立諏訪高等女学
校から東京保母伝習所を卒業し、佐賀県小城幼稚園や郷里飯田の幼稚
園での保母経験者であった）に幼稚園開設の相談をした。
1924（大正13）年12月のクリスマスの季節を期してグレイ宣教師

の住まいであった宣教師館（大江）の一室に10名の幼児を集め、幼
児教育を始めたのである。これが「みどり幼稚園」の誕生である。
初代園長としてメリー・グレイ夫人が就任し、保育者としてグレイ園
長をはじめ田中君代、山田たつ子の３名がその働きを担った。しばら
くして、山田たつ子は結婚のために退職し、その後任に熊本県立第一
高等女学校を経て東京の保母養成学校を卒業したばかりの青木夏子
（父親は、九州学院美術教師で、西洋画・油絵専門の有名な画伯で
あった）が就任した。（元理事長・園長：長岡立一郎「熊本での伝道
と『みどり幼稚園』の誕生」・『九州学院百年史』収録）



1920年代後半、みどり幼稚園舎建築
1930（昭和5）年3月1日、みどり幼稚園 正式認可
1925（大正14）年３月には第一回卒園式が挙行され、２
名の卒園児を送り出した。第二回が５名、第三回が17名、
第四回が16名、第五回が10名、第六回が13名の卒園生を
送り出している。
その後、グレイ宣教師夫妻はアメリカに帰国し、在熊し
ていたＤ・Ｇ・Ｍ・バック宣教師夫妻によって引き継が
れていくことになる。
1920年代後半には、バック宣教師が居住していた宣教師
館（新屋敷）内の庭が提供され、本格的に園舎が建てら
れることになる。園舎の資金はアメリカルーテル教会婦
人会伝道協会によって寄贈され、内部設備の資金は母の
会会員を中心に募金が寄せられた。園舎のデザインは
バック宣教師の出身地のデンマーク建築様式が導入され、
当時としては画期的な建築物であったに違いない。ちな
みに当時の園舎建築後、保育室に掲げられていた天使の
絵の欄間は、九州学院美術教師であった高浜虎喜による
デザインであった。
1930（昭和5）年3月1日付で熊本県知事よりみどり幼稚園
は正式に認可された。（元理事長・園長：長岡立一郎「熊本での伝
道と『みどり幼稚園』の誕生」・『九州学院百年史』収録）

新屋敷のみどり幼稚園舎



1930（昭和5）年3月１日,「みどり幼稚園」（熊本市新屋敷町）が認可

大江の小さな幼稚会が移転。
バック宣教師が園長に、田中君代が
保育主任に就いた。



1930（昭和5）年3月、みどり幼稚園舎新築後の卒園式写真

最後列右から5番目：遠山参良院長、最前列左端：田中君代保育主任か
後２列左から4番目：日本福音ルーテル熊本教会第3代石松量蔵牧師か



戦争による暗黒の時代
1941（昭和16）年、日米関係の悪化によりバック宣教師夫妻は帰国を余儀なくされ、後任
に田中君代が第３代園長として就任することとなる。同年12月８日、日米開戦となり、戦
況は長引くにつれ厳しくなった。卒園児の中からも多く出征したものもいた。
1945（昭和20）年7月1日未明、熊本市は大空襲に遭い、市内中心部をはじめ新屋敷周辺も
焼け野原となってしまったが、みどり幼稚園だけが焼けずにそのまま残ったのである。
（元理事長・園長：長岡立一郎「戦争による暗黒時代」・『九州学院百年史』収録）

1941（昭和16）年

※この年、石松量蔵が『癩患者心理の観
察』（新生館）を発行。皇太后を始め、関
係方面に寄贈。

3～5月,ミラー学院主事夫妻が休暇帰国。
シリンガー宣教師はスパイの嫌疑で解雇帰
国。熊本在住の宣教師たち、エカード、
バック、パウラスらが相次いで帰国。

4月27日,市内各教会合同の日曜学校野外礼
拝が九州女学院校庭で行われ、100人が参
集。



1945（昭和20）7月1日（日）熊本市大空襲。水道町教会（熊本教会）
が空襲で焼失

石松量蔵牧師は慈愛園に逃れる。宣教師館（新屋敷町338番地）も焼失。みどり幼稚園の
園舎は焼け残り、大江の家から焼け出された田中寅雄・君代一家が移り住む。
石松量蔵牧師は慈愛園から通って、8日（日）から熊本教会の礼拝を守った。

石松量蔵「空襲より終戦へ」（『盲目の恩寵 盲人牧師の記録』）より
「熊本の大空襲は七月一日の夜ふけであった。その日はあたかも日曜日。朝からの警報で
礼拝はできない。聖書屋の伊達老人が来訪、玄関で共に祈った。その夜は警報が解除されたので、八時から夕礼
拝をする為にガウンを纏い、美穂子に奏楽をさせて礼拝をした。出席者は七人。外からは三人。副牧師をしてい
る藤田武春、薬剤師の松村彦三、松田順三（閔命寿）という韓国から来た忠実なる
信徒であった。礼拝が終わって外来者が帰った後、警戒警報が鳴ったので、もんぺ袴のまま二階に上ってよこた
わっていると、空襲警報となった。階下に降りてラジオをきくと『敵機天草上空にあり北に向う』というので佐
賀の方に向うのかと思うと、やがて『熊本は危険』と知らせるので、書類をかかえて、美穂子と姪のシゲヲと、
手伝いに来ている原口光義を連れて防空壕に入る。すぐに敵機が上空に来襲、焼夷弾を落す響がすさまじい。幾
度となく会堂をのぞかしたが、此処には落ちなかった。空襲は約一時間半、午前一時に上空が静かになった。隣
の防空壕から声がして『近所の人達は一人もいなくなったから、のがれようではないか』というので、防空壕を
出て電車通りに出ると、新市街の方から燃えてきた火の手は、凄まじい勢で迫ってくる。北の方が静かなので通
町の方に逃れ、坪井川を渡り、偕交舎の方に逃れた。そこには多くの人々が居て、県庁の官舎から最初に焼かれ
たので逃れてきた人達が、種々はなしていた。午前三時には、会堂（注・Katherine Sherer 
Memorial Church・明治38年6月20日献堂）も牧師館も共に焼かれたようである。



漸く黎明の頃となると、デマが飛んでくる。艦載機が三十機近づいて機銃掃
射をするという。その夜の空襲には、B29が六十機程の編隊で熊本市の六割が焼
かれてしまったのであった。町内会の世話人は、火災に会った人々の逃れ場所
を指示したが、私等は慈愛園に行くことを決心した。十時頃第一女学校の校庭
でめし一杯を与えられたのは言い得ない喜びであった。
さて水道町に行ってみると、二十八年間自らの体のようにつかいこなした会

堂や牧師館が全く灰燼にきしてしまった。しばし立ったまま感動に耽ったが、
気を取りなおし、大甲橋を渡って、九州学院（当時・九州中学校）に至った。
ここは無事であった。稲冨院長に会って、慈愛園に移る旨を述べ神水にむかう。
慈愛園も空襲で、第三ホームと十坪住宅が焼け、幼稚園も燃えかかったがこれ
は消し止められた。私らは洋館の園長館に住むこととなったが、職員の人々は
皆親切に労わり、不自由なく此処で過すこととなった。/かつて、東京教会の本
田牧師が、空襲のための聖書までも焼かれて礼拝ができなかったと言っていた
ので、ガウンや聖書一組、その他わずかばかりの品物だが慈愛園に持参したの
で集会のできる準備はあった。古新屋敷の教師館は焼けたが、みどり幼稚園は
残り、田中家が住むことになったので、次の日曜日八日から、此処で礼拝をす
ることとした。出席者は十三名であったが、私は、神水から通って、此処を水
道町教会の礼拝の場所に定めた。七月二十五日藤田武春牧師が結婚するので、
此処を式場としてつかった。」



田中寅雄「昭和二十年には空襲」（『教会七十五年のあゆみ』）より
「松村彦三の家族などはよく（みどり幼稚園での礼拝に）出席した。八月十五日に終戦になったの
で、みどり幼稚園の戦時下の礼拝は一ヶ月半位の間ですみ、礼拝はその後もみどり幼稚園でつづけ
られた。池宮英才が幼稚園に軍服姿で来始めた。礼拝のオルガンを奏いた。
進駐軍が熊本に来た。或る晩に三人の進駐軍が裏口から上り込んで来たことがあった。又或る日

曜日にルーテル教会を求めて来た年若い一人の海兵隊がいた。それからは彼はしばしば遊びに来た。
一年足らずで米国に帰り神学校に行ってミゾリーの宣教師となって、日本浦和に来た今は博士になり、
カリフォルニア大学の日本文学の教授である。」

※池宮英才は、台北帝大在学中に応召し熊本の士官学校に入学することと
なって来熊したが、数日入隊まで時があり、熊本教会の前を通った。その
際、オルガンを弾かせてくれと石松牧師に頼んで来たのが縁となって、終
戦後、熊本に滞在。みどり幼稚園の音楽の応援、教会のオルガニストなど
をし、昭和21年11月～昭和23年10月まで九州学院の教職に就いた。そ
の後、日本大学を卒業、東京女子大学教授となり、東京バッハ・アンサン
ブル常任指揮者として宗教音楽を中心に指揮活動をした。1969年ルーテ
ル教会より、宗教に関する学問、芸術研究の業績に贈られる「リード賞」
を受賞。日本ルーテル教会の礼拝式文のために通作したミサ曲などの作品
がある。宗教音楽合唱連盟委員長。東京女子大学名誉教授。2003年11月21日
召天。



石松量蔵「戦後の教会」（『盲目の恩寵 盲人牧師の記録』）より

「昭和二十年の十月となった。私はかって、ルーテル教会に属していた九州地方の牧師達に手紙を

書いて慈愛園に招き、懇談することとした。その頃一般に食糧事情が甚だ悪く困却していた時に、

熊本地方は比較的に良く、甘藷の収穫も多かったので、この会合は相応しかった。集る者は十名程

であったが、一つには友情を温め、一つには一致して働くことを約した。もてなした甘藷は非常に

喜ばれ、土産としてかついで帰る者もあった。八幡の川瀬、箱崎の田坂、博多の坪池牧師等は地方

から来た主な人であった。これが皮切りに数回全国的にも集って貰い、種々協議を重ねた。アメリ

カの宣教師達も翌年の夏には来日する者があって、熊本においてはミラー、エカードの二師がいち

早く到着した。これ等の宣教師と呼応し、ルーテル教会の再建が計画され、昭和二十二年十一月に

は、九州学院の講堂で再建総会が開かれ、岸千年を議長に立て、教団本部と接渉の結果、三十有余

の教会が、日本福音ルーテル教会を再建することとなった。この間の熊本における教会の事情を少

しく書いておかねばならない。みどり幼稚園における集会は次第にその数を増し、二十一年には百

数十名に達した。ミラー、エカード両師の帰熊後は、九州学院や九州女学院の生徒等も多く集り、

幼稚園では収容しきれなくなり、遂に日曜午後には、九州女学院の講堂で第二礼拝を行うこととな

った。」



再建準備総会 会場：九州学院ブラウン記念礼拝堂

1947（昭和22）年
1月3日,スタイワルトが、10日,モード・パウラスが再来日。
1月10日,「九州中学校」を「九州学院中学校」と改称認可。
1月23～24日,日本福音ルーテル教会再建準備総会が九州学院中学校と
清水女学校（旧九州女学院）を会場として開催。日本福音ルーテル教会
を再組織。
2月3日,ハンナ・リデル女史15年忌追悼記念会が九州学院ブラウン記念
礼拝堂で開催された。
2月14日,室園教会設立。

1946（昭和21）年4月1日,新学制により小学校、新制中学校が発足
「九州学院中学校」の「私立中学校設置の件」が認可される。
「九州女学院中学校」（旧清水中学校）設立。三浦豕（財団法人九州学院中学校理事長、ルーテル神学校教授）が
院長に赴任。
4月,みどり幼稚園での礼拝（150名）を基にした市内４つの集会を教会として独立。みどり幼稚園の集会を熊本教会
（牧瀬雄吉牧師）、九州学院の集会を大江教会（内海季秋牧師）、九州女学院の集会を室園教会（長沼三千夫牧師
）、慈愛園の集会を神水教会（石松量蔵牧師）として牧師の人事配置が行われた。

大江教会が熊本教会から分離独立し、九州学院のブラウン記念礼拝堂
で再出発。
6月,石松量蔵牧師、熊本教会を辞し神水教会に転任。



1954（昭和29）年3月6日,
「みどり幼稚園」創立30周年記念式典開催

4月1日,新屋敷の「みどり幼稚園」
（園長・田中君代）が「宗教法人
日本福音ルーテル熊本教会」から
「学校法人九州学院」に移管され、
「九州学院みどり幼稚園」となる。
園長に川瀬清院長が就任し、
田中君代は主任となる。



1977（昭和52）年5月6日,前院長・幼稚園長：池永春生氏、召天

「齊藤院長は基本的には前院長の教育方針を踏襲し、大学進学
実績を向上させることと部活動の更なる隆盛を志向した。また
、学院入学生のレベルアップと生徒確保にも苦心した。新たな
決意のもとに出発した齊藤院長体制であったが、不測の事態に
襲われる。退任したばかりの池永前院長が急逝したのである。
学院から請われて退任後みどり幼稚園の園長になっていた池

永は、五月に入ってすぐ東京市ヶ谷の私学会館で開催された全
国学校法人幼稚園協会園長会議出席のため熊本県代表として上
京した。何かと忍従する池永は体調が思わしくないのも押し隠
し、務めを果たすために身体に鞭打ったのである。ところが、
ルーテル市谷センターに宿していた池永は、五月六日（金）明
け方息絶え急逝していたのである。佐藤邦宏牧師から一〇時頃
学院に悲報が伝えられ、齊藤院長と小崎事務次長が午後三時空
路上京。翌七日（土）午後三時、遺体が空路帰熊。午後八時よ
り通夜があり、八日（日）午後二時より大江教会で告別礼拝
生前の池永春生院長
が行われた。一二日（木）午後二時より学院体育館で次の次第
による学院葬が行われた。県知事、熊本市長を始めとして、一
三〇〇人（含む生徒六〇〇人）の参会者があった。」
藤本誠「池永前院長の急逝」（『九州学院百年史』第三編第

三章第一節一）より



1982（昭和57）年3月,九州学院70周年記念事業・みどり幼稚
園新園舎が竣工

主任：田代恵美子、
田中善一事務長が
園長兼務を辞し、
齊藤堅固院長が
園長を兼務。



4月,みどり幼稚園 新屋敷の土地を売却し、移転して保育開始

みどり幼稚園舎門に立つ田中善一事務長



1982（昭和57）年5月26日、みどり幼稚園舎新築落成式

現在地に新築されたみどり幼稚園舎



1984（昭和59）年熊本教会教会学校
旧・みどり幼稚園（新屋敷）近くの白川畔にて

後列左端：田代恵美子先生（みどり幼稚園主任・教会学校長）



1992（平成４）年九州学院みどり幼稚園創立80周年記念礼拝・式典を挙行

内村公春みどり幼稚園長



2014年11月22日（土）みどり幼稚園創立90周年記念礼拝・式典
九州学院ブラウン記念チャペルで挙行



創立90周年記念祝賀会が幼稚園舎で行われました。

ブラウンメモリアルチャペルの式典に出席した園児たちと先生



2015年4月、「子ども子育て支援法」に則り、幼保連携型
の「認定こども園九州学院みどり幼稚園」となる。



2016年6月20日『九学通信』 2017年2月15日『九学通信』



2018年2月15日『九学通信』より



2018年6月20日『九学通信』より

2019年2月15日『九学通信』より



2019年10月21日、カーニバル（運動会）
九州学院百周年記念体育館にて

ふたば会
（PTA）
の競技



2020年2月15日『九学通信』より



2020年9月28日、阿蘇デイキャンプ

葉祥明美術館

トロッコ列車



2021年12月18日、みどり幼稚園同窓生クリスマス会



2022年2月20日『九学通信』より



2022年5月10日、認定こども園九州
学院みどり幼稚園入園式



2023年6月20日『九学通信』より



2024年2月25日『九学通信』より



2024年、創立100周年を迎える「九州学院みどり幼稚園」



【歴代みどり園長】
・メリー グレイ 1924（大正13）年12月～1926（大正15）年 4月
・D.G.M.バック 1926（大正15）年 4月～1941（昭和16）年 3月
・田中 君代 1941（昭和16）年 3月～1954（昭和29）年 3月
・川瀬 清 1954（昭和29）年 4月～1966（昭和41）年 3月
・池永 春生 1966（昭和41）年 4月～1977（昭和52）年 5月
・田中 善一 1977（昭和52）年 6月～1982（昭和57）年 3月
・齊藤 堅固 1982（昭和57）年 4月～1985（昭和60）年 3月
・西 一郎 1985（昭和60）年 4月～1995（平成 7）年 3月
・土山 研三 1995（平成 7）年 3月～2002（平成14）年 3月
・内村 公春 2002（平成14）年 3月～2009（平成21）年 6月
・長岡立一郎 2009（平成21）年 7月～2018（平成30）年 3月
・松田正二郎 2018（平成30）年 4月～2023（令和 5）年 3月
・新垣 力 2023（令和 5）年 4月～現在


